
  

 

 

 

 

 

 

「何のために勉強をするのか」  

                             校長  岩  﨑  摂  也  

  

コロナ禍にあって当たり前の日常が失われることで初めて大切なものを失ったと気づくこと

が多いのではないかと思います。昨年の今ごろコロナの感染防止のため学校は臨時休校となっ

ていました。約１ヶ月に及ぶ家での生活に、生徒たちもさすがに「早く学校始まらないかな」

と感じていたのではないかと思います。今月の全校集会では、武装勢力に日常の学校生活を奪

われたマララ・ユスフザイさんのお話をしました。（マララさんはパキスタン人で 2017 年に

世界最年少でノーベル平和賞を受賞した方です。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「どうして勉強しなきゃならないのかな？」生徒たちにとって一度は頭に浮かぶ疑問だと思

います。この話のあとに生徒たちには誰かに聞いて答えを得るのではなく、一度この疑問と正

面から向き合い、自分の頭で考えてほしいと伝えました。コロナ禍、これから先も当たり前の

日常が更に奪われる可能性もある中、改めて学ぶことの意義を生徒たち一人一人が認識して学

校生活を送ってほしいと思っています。  

令和 3年 6月 1日  発行  校長  岩﨑  摂也  

マララさんがまだ小学生の頃、パキスタン・タリバンという武装勢力がマララさんの家

族の住むスワート渓谷という地域を武力で支配し、恐怖政治を開始してしまいます。銃口

を突きつけられて、反抗する人は撃たれるという状況です。特に女性に対しては教育を受

ける権利を奪っただけでなく、教育を受けようとしたり、教育を推進したりする者の命を

狙う状況でした。  

 こうした中で、マララさんは中学生になって彼女が通う女子校のタリバンによる破壊活

動を批判し、女性への教育の必要性や平和を訴えます。そしてこの内容をイギリス BBC 放

送のブログに投稿します。それを知ったタリバンは、彼女が通っていた中学校から帰宅す

るスクールバスに乗っていたところを複数の男に銃撃させます。マララさんは、頭部と首

に 2 発の銃弾を受けました。銃弾は頭部から入り顎のあたりで止まっていました。その後、

イギリスに逃れ、手術を受けます。銃弾は手術により摘出され、マララさんは奇跡的に回

復しました。  

 その次の年、マララさんは国際連合本部で自分たちが置かれた状況やこのときの事件の

内容についてスピーチします。その時の印象的な言葉を紹介します。  

 

「テロリストたちは私の目的を変えさせ、大志を阻止しようと考えました。でも私の人生

で変わったことはこれだけです。弱さ、恐怖、絶望が死に、そして強さ、力、勇気が生ま

れました。」  

 

「私たちは学校が大好きでした。しかしタリバンに邪魔されるまで教育の大切さに気づく

ことができませんでした。学校に通って、本を読み、宿題をすることはただの暇つぶしで

はありません。それは、私たちの未来だったのです。」  


